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稲
葉
健
二
議
員
（
緑
風
会
）

　

以
前
か
ら
提
言
し
て
き
た
交

通
安
全
対
策
に
関
し
て
、
市
庁

舎
斜
め
前
の
国
道
14
号
線
の
歩

道
橋
の
撤
去
及
び
横
断
歩
道
と

押
ボ
タ
ン
式
信
号
機
の
設
置
に

つ
い
て
、
市
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
、
八
幡
小
学
校
前

の
通
り
に
か
か
る
京
成
線
菅
野

５
号
踏
切
の
改
善
に
つ
い
て
、

そ
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

横
断
歩
道
設
置
と
踏
切
幅
員
拡
幅
を

実
現
に
向
け
要
望
と
協
議
続
け
る

八幡地区の交通安全対策

答　

提
言
の
趣
旨
は
十
分
理
解

し
て
お
り
、
市
と
し
て
も
、
管

理
者
で
あ
る
県
や
交
通
規
制
を

所
管
す
る
市
川
警
察
署
に
対
し
、

要
望
と
必
要
な
協
議
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
菅
野
５
号
踏
切

に
つ
い
て
は
、
踏
切
幅
を
道
路

幅
員
に
合
わ
せ
て
70
～
80
㎝
広

げ
る
旨
、
京
成
電
鉄
と
協
議
し

了
解
を
得
た
。
平
成
24
年
度
着
工

に
向
け
更
に
協
議
し
て
い
く
。

守
屋
貴
子
議
員
（
民
主
・
連
合
）

 

自
転
車
を
安
全
利
用
で
き
る

道
路
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

既
存
道
路
の
幅
員
構
成
の
中
で
、

走
行
空
間
の
確
保
が
可
能
な
路

線
を
抽
出
し
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
問
う
。
ま
た
、
運
転
マ
ナ
ー

向
上
の
た
め
、
学
校
等
の
運
動

会
の
休
憩
時
間
を
利
用
す
れ
ば
、

親
子
一
緒
に
啓
発
が
で
き
る
と

走
行
空
間
の
確
保 

市
の
見
解
は

沿
道
の
理
解
を
得
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

自転車の安全利用

考
え
る
が
、
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

走
行
空
間
確
保
の
方
策
は

検
討
し
て
い
る
が
、
狭
い
道
路

な
ど
で
は
、
沿
道
の
理
解
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
点

を
含
め
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

運
動
会
で
の
啓
発
は
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
な

の
で
、
昼
休
み
に
市
等
か
ら
広

報
の
放
送
が
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。

か
つ
ま
た
竜
大
議
員（
社
民
・
市
民
）

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
は
地
域
に
と
っ
て

大
切
な
足
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

現
在
動
植
物
園
が
終
点
で
あ
る

北
東
部
ル
ー
ト
を
大
町
地
区
へ

延
伸
す
る
可
能
性
と
課
題
に
つ

い
て
問
う
。
ま
た
、
松
戸
市
内

を
経
て
北
総
線
松
飛
台
駅
へ
の

乗
り
入
れ
や
バ
ス
ベ
イ
（
バ
ス

停
車
帯
）
の
設
置
は
ど
う
か
。

北
東
部
ル
ー
ト 
大
町
地
区
へ
の
延
伸
を

ニ
ー
ズ
把
握
し
運
行
指
針
に
沿
っ
て
対
応

コミュニティバス

答　

北
東
部
ル
ー
ト
の
延
伸
は
、

大
町
地
区
に
関
し
て
は
関
係
法

令
に
よ
る
規
制
、
松
飛
台
駅
乗

り
入
れ
は
松
戸
市
や
関
係
事
業

者
と
の
協
議
と
い
っ
た
課
題
が

あ
る
。
バ
ス
ベ
イ
設
置
も
含
め
、

市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

指
針
と
の
整
合
を
図
る
必
要
が

あ
り
、
北
東
部
ル
ー
ト
実
行
委

員
会
で
、
ま
ず
は
ニ
ー
ズ
の
把

握
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

鈴
木
啓
一
議
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

塩
浜
４
丁
目
地
先
の
通
称
30

ｍ
道
路
の
歩
道
は
、
歩
行
者
と

自
転
車
の
通
行
量
が
多
く
、
事
故

や
ト
ラ
ブ
ル
が
多
か
っ
た
。
私

が
質
問
し
、
塩
浜
中
学
校
入
口

―

新
浜
通
り
間
で
、
歩
行
者
と

自
転
車
を
カ
ラ
ー
舗
装
で
区
分

し
た
と
こ
ろ
、
事
故
や
ト
ラ
ブ

ル
が
激
減
し
た
。
そ
こ
で
、
通

行
量
の
多
い
ダ
イ
エ
ー
南
行
徳

ダ
イ
エ
ー
南
行
徳
店
前 

歩
行
者
と
区
分
を

安
全
安
心
な
通
行
環
境
に
整
備
し
て
い
く

自転車道の延長

店
前
の
歩
道
へ
、
引
き
続
き
自

転
車
道
を
実
施
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　

ダ
イ
エ
ー
南
行
徳
店
前
の

歩
道
が
買
い
物
客
や
駅
利
用
者

等
で
通
行
量
が
多
い
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
所
轄
の
警
察
署

と
協
議
し
、
歩
道
と
自
転
車
道

を
区
分
す
る
こ
と
で
、
歩
行
者

と
自
転
車
双
方
が
安
心
し
て
通

行
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い
く
。

谷
藤
利
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

平
成
24
年
度
予
算
編
成
に
お

い
て
、
扶
助
費
や
教
育
・
福
祉

関
連
の
事
業
も
他
の
事
業
と
同

様
に
聖
域
な
く
見
直
す
と
聞
く
。

議
会
で
も
、
公
立
幼
稚
園
の
廃

園
、
敬
老
祝
金
に
つ
い
て
議
論

に
な
っ
た
。
こ
の
様
な
時
期
に
、

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
事

業
な
ど
を
見
直
し
、
経
費
を
削

減
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
考

教
育
・
福
祉
関
連
削
減
し
な
い
編
成
を

平成 24 年度予算編成

え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

市
と
し
て
も
、
扶
助
費
や

教
育
・
福
祉
関
連
の
予
算
は
ど

れ
も
重
要
で
あ
り
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
の
確
保
と
必
要
な
経
費
を

予
算
措
置
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
24
年
度
予
算
編
成
に

お
い
て
も
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
適
正
か
つ
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
予
算
措
置
を
考

え
て
い
る
。

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

公
契
約
条
例
に
つ
い
て
は
、
労

働
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
野
田

市
や
川
崎
市
で
条
例
が
制
定
さ

れ
、
相
模
原
市
や
多
摩
市
な
ど
、

条
例
制
定
の
準
備
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
も
増
え
て
き
て
い
る
。

本
市
で
も
、
庁
内
に
公
契
約
条

例
の
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る

な
ど
、
制
定
へ
向
け
て
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

制
定
へ
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
で
は

庁
内
に
検
討
委
員
会
設
置
を
検
討

公契約条例

答　

公
契
約
条
例
制
定
に
向
け

て
、
検
討
を
行
う
自
治
体
が
全
国

的
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、
野

田
市
や
川
崎
市
等
の
条
例
の
導

入
効
果
な
ど
を
調
査
し
、
履
行

確
認
の
実
効
性
確
保
な
ど
、
課

題
の
整
理
を
行
い
な
が
ら
、
庁

内
の
検
討
委
員
会
の
設
置
も
含

め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

越
川
雅
史
議
員
（
緑
風
会
）

　

事
業
実
施
に
税
金
を
使
う
以

上
、
直
近
の
民
意
に
よ
っ
て
選

ば
れ
た
者
が
意
思
決
定
す
べ
き

で
あ
り
、
長
期
に
渡
る
不
作
為

で
事
業
が
続
く
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

市
長
と
議
員
の
責
任
を
明
確

に
す
る
観
点
か
ら
、
市
の
単
独

事
業
と
そ
の
事
業
費
及
び
諸
経

費
を
整
理
し
、
議
員
に
も
公
開

事
業
費
・
諸
経
費 

議
員
に
公
開
可
能
か

資
料
の
公
開
を
前
提
に
考
え
て
い
く

市の単独事業

す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

答　

現
在
、
把
握
し
て
い
る
事

業
を
市
の
単
独
事
業
別
に
区
分

す
る
に
は
、
全
庁
的
に
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
基

づ
い
た
資
料
の
作
成
は
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
事
業
別
に
作
成
し
た

資
料
は
広
く
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
公
開
を
前
提
と
し
て
考
え

て
い
き
た
い
。

台
帳
の
二
重
管
理
の
解
消
を

一
元
化
も
含
め
検
討
し
て
い
く

財 産 管 理

適
正
で
バ
ラ
ン
ス
と
れ
た
予
算
考
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

小
泉
文
人
議
員
（
新
生
・
市
民
）

　

市
の
財
産
管
理
に
お
い
て
、

管
理
目
的
の
違
い
か
ら
、
管
財

部
所
管
の
財
産
台
帳
と
財
政
部

所
管
の
資
産
台
帳
が
あ
る
。
同

じ
市
の
財
産
に
も
か
か
わ
ら
ず

台
帳
が
二
重
管
理
さ
れ
て
お
り
、

各
々
の
金
額
が
異
な
る
の
は
な

ぜ
か
。
ま
た
、
台
帳
を
一
元
化

す
れ
ば
、
将
来
的
に
業
務
の
簡

素
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

一
元
化
で
き
な
い
の
か
。

答　

土
地
等
は
、
財
産
台
帳
で

は
取
得
価
格
を
ベ
ー
ス
に
、
資

産
台
帳
で
は
固
定
資
産
評
価
額

に
基
づ
き
、
現
在
価
格
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
金
額
が
異
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
各
台
帳
は
歴
史
も
目

的
も
異
な
る
が
、
今
後
は
、
一

元
化
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

財 政

交 通

青
山
博
一
議
員
（
緑
風
会
）

　

行
徳
地
区
で
は
昭
和
40
年
代

の
区
画
整
理
か
ら
既
に
40
年
が

経
ち
、
都
市
基
盤
も
老
朽
化
し

て
い
る
。
住
民
が
切
望
す
る
行

徳
駅
前
歩
道
橋
の
撤
去
、
交
差

点
の
平
面
横
断
、
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
化
の
実
現
に
つ
い
て
市
の
考

え
を
問
う
。
ま
た
、
西
友
新
浜

店
前
の
交
差
点
の
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
化
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答　

行
徳
駅
前
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
７
月
に
歩
道
橋
の
利

用
実
態
を
調
査
し
、
地
元
自
治

会
や
関
係
機
関
と
協
議
を
行
っ

て
き
た
。
地
元
自
治
会
か
ら
歩

道
橋
撤
去
の
要
望
書
も
提
出
さ

れ
て
お
り
、
県
と
警
察
に
要
望

し
て
い
く
。
ま
た
、
西
友
新
浜

店
前
に
つ
い
て
は
、
既
に
道
路

改
良
が
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

警
察
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

行徳地区の整備計画
交差点スクランブル化 進捗状況は

今後も警察と連携を図っていく

交 通


